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　日立金属グループは、2021年度中期経営計画のスタートに合わせ、
2019年4月に佐藤光司が代表執行役 執行役社長に就任したことを、まず
ご報告します。執行役社長の交代と執行役員体制の一新、ならびに組織
改革を行うことで、持続可能な社会を支える高機能材料会社としての成長
を図っていきます。佐藤は、技術動向に深い知見を持つとともに、技術開
発部門の責任者を務めた経験を有しており、特殊鋼カンパニーのプレジデ
ントやグループ会社の社長など経営者としての経験も有していることから、
2021年度中期経営計画を実行するには最適の人物であると判断し、取締
役会において執行役社長に選任しました。また、組織改革については、共
通の市場、顧客ニーズおよび要素技術を有する事業間の一層のシナジー
強化とともに横串機能を高め、戦略性およびガバナンス両面の強化を図る
ため、従来の4カンパニー制から2事業本部制へと移行しました。このよ
うな執行体制の大きな変更により、取締役会の果たす役割も一層重要に
なっています。
　当社が経営理念に掲げる「最良の会社」を具現する根幹となるものがコー
ポレート･ガバナンスであり、経営の重要課題と認識しています。そのため、
取締役会による経営の監督機能と業務執行機能がそれぞれ有効に機能す
るとともに、両者のバランスがとれる組織体制を構築しています。取締役
会の実効性については、2019年5月に行った分析で、取締役会の議題の
選定は適切であること、事業戦略に関する議論や経営課題の議論が活発
になされていること、重要な議題については事前に十分に議論しており、
取締役会全体の実効性は確保されている一方で、戦略の実行施策および
経営課題解決の進捗状況の適時フォローアップ、取締役の役割遂行に必
要な情報を得る機会のさらなる拡充、当社グループ・拠点全体に対するガ
バナンス体制の充実が一層求められる評価結果となったと報告を受けて
います。今後は、さらに実効性を高めるための取り組みを進めるとともに、
社外取締役の幅広い知見と多様な視点を積極的に取り入れることで、事業
再編や戦略投資等、経営に関わる施策の大胆かつ迅速な実行につなげて
いけるように全面的にバックアップしていきます。
　今後とも、ステークホルダーの皆さまには、質の高い情報をタイムリー
に開示するとともに、皆さまとの建設的な対話を通じて得た当社経営に対
する客観的な評価・視点を企業活動に反映させることで、持続的な成長と
企業価値の向上に努めていきます。
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